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受注高：大型ガス処理プラント案件失注が影響

減収・増益：

•カタール大型ＬＮＧ案件完工の一方、前期受注のパプア
ニューギニアＬＮＧ案件の売上げ本格寄与までの端境期

•更なる工事採算の改善などによる完工総利益率の改善

•オフィス集約関連の特別損失を計上

•法人税法改正による繰延税金資産の取り崩し実現せず•法人税法改正による繰延税金資産の取り崩し実現せず
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地域別：

• カタールでの大型案件が順次完成、中東のシェアは２９％まタ 大 案件 順次完成、中東 シ ア ま
で低下

• パプアニューギニアLNG案件含むオセアニア地域のシェア増
加

分野別：

• ファインインダストリー（太陽電池部材、リチウムイオン電
池、医薬品関連等）のシェアが１８％と堅調な伸び
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完成工事総利益：

一部の国内外のプロジェクトにて採算改善

完成工事総利益率は１２．８％に

販管費：

固定費の増加などにより前期比１５億円増加

営業利益：

完成工事総利益が増加

経常利益：

営業利益増加の一方、前年度末に比べて円高になったことに伴い為替差営業利益増加の 方、前年度末に比 て円高になったことに伴い為替差
損が発生、営業外損益は１８億円の損失

当期純利益：

オフィス集約にかかる特損４４億円を計上したものの増加。
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• 現金及び預金等：入金先行の手持ち工事が終盤を迎現金及び預金等：入金先行の手持ち工事が終盤を迎
え、手元資金減少。通常の範囲での変動。

• 固定資産：オフィス集約計画の決議に伴う臨時償却
の実施により有形固定資産減少、一方、有価証券の
取得などにより投資等が増加取得などにより投資等が増加

• 当期純利益８０億円の計上と配当９億円の実施によ
り純資産は６５億円増加

• 総資産額の大幅な増加により自己資本比率は１．４
ポイント低下
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• マレーシア 多結晶シリコンプラント建設工事マレ シア 多結晶シリコンプラント建設工事

• 国内向けLNG受入基地

• リチウムイオン電池関連案件

等を受注するも、前期比１，９４１億円減少

昨年新設した技術開発事業部門が担当する フ インインダ昨年新設した技術開発事業部門が担当する、ファインインダ
ストリー分野の受注が堅調に伸びる
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地域別：中東のシェアは８％に低下地域別 中東のシ アは 低下

分野別：ファインインダストリー１６％に
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受注高：受注高

１１年３月期比３１００億円強増加

（海外 ４２００億円、国内 １３００億円）

（参考資料 添付② ご参照）

完工総利益・営業利益：１１年３月期比 約６５億円
減

当期純利益：新たな特別損失は見込まず
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